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鳴門海峡海底からスイギュウ化石の発見

近藤洋一 1
・ 中尾賢一 2

[Yoichi Kondo1 and Ken-ichi Nakao2: A water buffalo fossil from the Naruto Strait, the eastern part of Seto 

Inland Sea, western Japan]

はじめに
　四国島と淡路島の間に位置する鳴門海峡の海底から

は，従来から長鼻類やシカなどの化石が産出することが

知られている（新野，1959; 亀井編，1991 など）．ナウ

マンゾウに関しては中尾（1994，1997）が，貝類化石に

ついては中尾（2016）が報告・図示している．一方，シ

カの角など，ナウマンゾウ以外の哺乳動物化石も産出す

るが，これまで報告・図示されたことはない．

　ここで検討した標本は，2013 年 11 月 15 日に鳴門の

漁業者である八木忠弘氏からトウキョウホタテ，イタボ

ガキ化石とともに徳島県立博物館に寄贈された標本であ

る．詳しい採集年月日は不明だが，2013 年に得られた

化石である．採集場所は，これまでナウマンゾウ化石や

トウキョウホタテなどの貝化石を多産している淡路島阿

那賀沖である．

　この化石は，近藤によって，スイギュウであることが

判明した．鳴門海峡海底産のスイギュウ化石はこれまで

に知られていなかったので，ここで報告する．

化石の産出地点

　化石は鳴門海峡北西部（播磨灘側）の海域で行われる

底曳網漁の漁撈屑に混じって得られた．採集者からの聞

き取りによれば，淡路島の阿那賀沖で得られたものであ

る．この場所は淡路島西方の溝状に深くなった海底の周

辺であり，ナウマンゾウやトウキョウホタテの化石が発

見される場所として知られている（Fig. 1）．現在，鳴門

市および淡路島南部の陸域では鮮新世後期〜更新世後期

の地層は分布していないので，この化石は海底にのみ分

布する地層から，この海域の強い潮流によって洗い出さ

れたものである．

標本の記載
Suborder Ruminantia SCOPOLI,，1777

Family　Bovidae GRAY 1821

Subfamily Bovinae GRAY,1821

Genus Bubalus  SMITH ,C.H 1827

Bubalus sp.

標本：徳島県立博物館所蔵

資料番号：TKPM-GFV1305

採集者：八木忠弘

採集年月日：2013 年 11 月 15 日

採集場所：淡路島阿那賀沖

産出層準：不明

上腕骨

　本標本は，右上腕骨の上腕骨顆および上腕骨体の遠心

の約 1/2 が保存される．保存されている骨体の近位端の

【論文】

Abstract：A water buffalo fossil have been dredged from sea bottom of the Naruto Strait, the eastern part of Seto Island Sea. The 
specimen was collected by Mr. Tadahiro Yagi and donated to the Tokushima Prefectural Museum. The specimen is an incomplete right 
humerus, but it is the first discovery in the Naruto Strait. As a result of comparing the humerus of modern water buffalo, bison, and 
bovine with this specimen, it is consistent with the characteristics of water buffalo. Bovidae fossils are rarely found in Japan and are 
valuable samples.
キーワード：後期更新世　上腕骨　瀬戸内海　哺乳動物化石
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水平断面は前後に細長い楕円形をなし，全体に太くて頑

丈である．

　前面観では，残存する近位の前面から内側面にかけて

遠近方向に，緩やかな膨らみを持つ細長い大円筋粗面が

認められる．前面の内側には近位から遠位にかけて骨体

の半分まで上腕骨稜が細長く伸びる．三角筋粗面は欠損

しており見られない．鈎突窩と橈骨窩は浅く遠近にやや

長い楕円形をなし，鈎突窩のほうがやや大きい．上腕骨

滑車の内側縁の最大径が 51.4㎜ , 外側縁の最大径が 48.6

㎜であまり差がない．上腕骨滑車の外側縁と上腕骨小頭

の外側縁は平行でなく，わずかに斜交しその角度は 5°

である．

　後面観では，肘頭窩を挟む外側の稜がよく発達し膨隆

しており，内外径が最大 21㎜あって，外側上顆から骨

体の遠近にのびる．内側の稜はもりあがりが少なく直線

的で骨体の内側縁をつくり，内側上顆にのびる．分岐角

度は 19°で，内側，外側の稜がつくる肘頭窩の近位端の

形態は細長い逆 U 字形である．肘頭窩は外側に深く内

側にやや浅い．

　外側上顆は外側に突出し外側面には円形に近い深い筋

付着窩が形成される．外側縁の稜は膨隆して緩やかな曲

線をつくり，残存する骨体の外側面のほぼ中央にこの外

側縁の稜にそって粗面がみられる．外側上顆の遠位縁は

直線状で，外側靭帯の付着面は後方に弱く張り出し，そ

の形態は遠近方向につぶれた U 字形をなしている．

　内側面では残存する骨体の近心に大円筋粗面が認めら

れる．内側上顆の遠心端と内側稜がつくる角度はほぼ直

角に近く，円回内筋の付着面はわずかな膨らみをもつ．

遠心面からみた肘頭窩の形態はやや角ばった U 字形で，

上腕骨滑車と尺骨との関節面の湾曲は弱い．

　内側の上腕骨滑車と内側上顆遠位と接する点および上

腕骨小頭と外側上顆遠位の接する点に円形の窩が形成さ

れる．計測値を Table 1 に示す．計測法は，おもに von 

den Driesh （1976）に従った．

議論　スイギュウ・バイソン・ウシとの比較
　本標本と，東京大学総合博物館所蔵のアジアスイギュ

Fig. 1. Map showing the buffalo fossil localities in the Naruto Strait

Table 1 Measuremants of TKPM-GFV1305
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Table 1 Measuremants of TKPM-GFV1305

Greatest length (GL) 190.7mm+
Smallest breadth of the corpus (BD) 45.3mm
Greatest breadth of the distal end (Bd) 85.6mm
Greatest breadth of the trochlea (BT) 84.4mm
Greatest diameter of the trochlea(DT) 53.7mm
Sagittal length of the corpus (SLD) 50.1mm
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ウ Bubalus arnee（UMUT-14144）, アメリカバイソン Bison 

bison（UMUT-090901,UMUT-14237）, お よ び 野 尻 湖 ナ ウ

マンゾウ博物館所蔵の家畜ウシ Bos taurus（NMRM-053）

との比較を行った（Table2）．なお，アメリカバイソン

UMUT-14237 は三角筋粗面など全体に粗面の発達が悪く，

骨端の縫合が完全でないことから幼体であると思われる．

前面観の比較

　バイソンの外側上顆は外側にあまり突出しないので，外

側上顆から骨体へとのびる外側縁は直線的であるが，スイ

ギュウならびにウシの場合は外側上顆が外側へやや突出す

るため，外側縁がやや湾曲する．本標本は外側上顆の外側

へやや張り出すものの外側縁は直線的である．スイギュウ

は上腕骨稜が発達し外側上顆稜とつくる平坦面が形成され

ないが，バイソンおよびウシは広くこの平坦面がつくられ

る．本標本は粗面が発達し明瞭な平坦面が狭い．

　スイギュウはバイソンやウシに比べて最大幅のわりに最

大長が短く，そのため内側上顆からのびる内側縁のつくる

稜の湾曲がバイソンやウシに比べて大きい．このことはス

イギュウは三角筋粗面が発達し，その位置がバイソンやウ

シに比べて相対的に遠位に位置していることにも影響して

いる．また大円筋粗面の位置もスイギュウの方がバイソン

より遠位に位置している．

　本標本は三角筋粗面は認められないが，大円筋粗面は比

較的遠位に位置している．上腕骨滑車の内側縁と上腕骨小

頭がつくる内側縁はスイギュウの場合平行ではないが，バ

イソン・ウシはほぼ平行である．本標本はわずかに傾いて

いる．

内側面観の比較

　スイギュウの場合，内側上顆の遠位端は内側から見たと

き直線的で，上腕骨滑車内側の遠位端との間に大きな段差

がないが，バイソン・ウシは内側上顆の遠位端が斜めで，

上腕骨滑車内側の遠位端と間に段差が見られる．本標本の

内側上顆遠位端は直線的で，上腕骨滑車との段差は大きく

ない．

　円回内筋の付着面は，スイギュウおよびウシでは大きく

発達しているが，バイソンではわずかな隆起しか認められ

ない．本標本はよく発達している．

後面観の比較

　スイギュウの外側上顆からのびる稜は膨隆して外側から

内側にむかって骨体の中央まで発達するが，バイソンの場

合この外側上顆の稜は外側縁にそって近位にむかってのび

ており，骨体後面の遠位に平坦な面をつくる．ウシの外側

上顆の稜の発達は弱いが，骨体後面の遠位に粗面が発達し

平坦面はつくらない．本標本の場合，外側縁の稜は発達し

膨隆しており，骨体後面の遠位に平坦面をつくらない．

外側面の比較

　外側上顆の筋付着窩はバイソン・ウシの場合大きく近遠

方向に短い楕円形であるが，スイギュウでは円形に近い．

Table 2　 Comparison of buffalo, bison, and bovine humerus
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bison（UMUT-090901,UMUT-14237）,および野尻湖ナウ

マンゾウ博物館所蔵の家畜ウシ Bos taurus（NMRM-053）

との比較を行った（Table ２）．なお，アメリカバイソン

UMUT-14237は三角筋粗面など全体に粗面の発達が悪く，

骨端の縫合が完全でないことから幼体であると思われる．

前面観の比較

　バイソンの外側上顆は外側にあまり突出しないので，外

側上顆から骨体へとのびる外側縁は直線的であるが，スイ

ギュウならびにウシの場合は外側上顆が外側へやや突出す

るため，外側縁がやや湾曲する．本標本は外側上顆の外側

へやや張り出すものの外側縁は直線的である．スイギュウ

は上腕骨稜が発達し外側上顆稜とつくる平坦面が形成され

ないが，バイソンおよびウシは広くこの平坦面がつくられ

る．本標本は粗面が発達し明瞭な平坦面が狭い．

　スイギュウはバイソンやウシに比べて最大幅のわりに最

大長が短く，そのため内側上顆からのびる内側縁のつくる

稜の湾曲がバイソンやウシに比べて大きい．このことはス

イギュウは三角筋粗面が発達し，その位置がバイソンやウ

シに比べて相対的に遠位に位置していることにも影響して

いる．また大円筋粗面の位置もスイギュウの方がバイソン

より遠位に位置している．

　本標本は三角筋粗面は認められないが，大円筋粗面は比

較的遠位に位置している．上腕骨滑車の内側縁と上腕骨小

頭がつくる内側縁はスイギュウの場合平行ではないが，バ

イソン・ウシはほぼ平行である．本標本はわずかに傾いて

いる．

内側面観の比較

　スイギュウの場合，内側上顆の遠位端は内側から見たと

き直線的で，上腕骨滑車内側の遠位端との間に大きな段差

がないが，バイソン・ウシは内側上顆の遠位端が斜めで，

上腕骨滑車内側の遠位端と間に段差が見られる．本標本の

内側上顆遠位端は直線的で，上腕骨滑車との段差は大きく

ない．

　円回内筋の付着面は，スイギュウおよびウシでは大きく

発達しているが，バイソンではわずかな隆起しか認められ

ない．本標本はよく発達している．

後面観の比較

　スイギュウの外側上顆からのびる稜は膨隆して外側から

内側にむかって骨体の中央まで発達するが，バイソンの場

合この外側上顆の稜は外側縁にそって近位にむかってのび

ており，骨体後面の遠位に平坦な面をつくる．ウシの外側

上顆の稜の発達は弱いが，骨体後面の遠位に粗面が発達し

平坦面はつくらない．本標本の場合，外側縁の稜は発達し

膨隆しており，骨体後面の遠位に平坦面をつくらない．

外側面の比較

　外側上顆の筋付着窩はバイソン・ウシの場合大きく近遠

方向に短い楕円形であるが，スイギュウでは円形に近い．

Table 2　 Comparison of buffalo, bison, and bovine humerus

Character This specimen Water buffalo American bison
Amerina  bison
     (Juvenie)

Cattle
Character number
of Balkwill and
Cumbaa(1922）

Taxon Bubalus sp. Bubalus arnee Bison bison Bison bison Bos taurus

Specimen number TKPM-GFV1305 UMUT-14144 UMUT-090901 UMUT-14237 NMRM-053

Outward overhang of the lateral epicondyle Weak Slightly overhang Weak Weak Strong 3
Ridge of distal lateral edge Linear Square Linear Linear Square 3
Surface formed by the humeral crest and
 the lateral ridge

Narrow Narrow Develop Develop Develop

Curved ridge created by the inner edge Strong Strong Weak Weak Strong

Position of the deltoid tuberosity Unknown Near the center of the corpus
Proximal to the center of
the corpus

Proximal to the center of
the corpus

Proximal to the center of
the corpus

The deltoid tuberosity Unknown Develop Slightly developed Slightly developed Develop
The lateral edge of the trochlea of humerus and
the capitulum of the humerus

Slightly tilted Slightly tilted Nearly parallel Nearly parallel Nearly parallel

Distal end of the medial epicondyle Linear Linear Tilt Tilt Tilt
Step between the distal end of the medial
epicondyle and the distal end of the trochlea of
humerus

Weak Weak Weak Weak Develop 11

Adhesive surface of the pronator teres Develop Develop Inflates weakly Inflates weakly Develop 12

Lateral epicondyle ridge
It bulges and reaches from
the outside to the inside

It bulges and reaches from
 the outside to the inside.

Develops but only on the
outside.

Develops but only on the
outside.

It does not bulge, but
extends from the outside
to the inside.

The surface created by the lateral and
medial epicondyle ridge

None None Exists Exists None

Shape of the muscle attachment fossa of
the lateral epicondyle

Round Round Ellipse Ellipse Ellipse 8

The surface of the lateral ligament attachment Weak development Weak development Develops into an ellipse Develops into an ellipse Develops into a circle 10
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　本標本は円形に近い．バイソン・ウシの外側靭帯付着面

はよく発達し，バイソンの場合は近遠位方向に発達するが，

ウシでは後面近位方向に突出する．スイギュウでは発達が

弱く丸みをおびている．本標本ではあまり発達していない

が近位後面方向にやや突出している．

考　察
　 淡 路 島 阿 那 賀 沖 か ら 採 集 さ れ た 上 腕 骨（TKPM-

GFV1305）は，上腕骨滑車の形態および外側上顆稜の発達

が悪いことなどからウシ科に比定される（Schmid,1972；

樽野，1988；Hillson，1996）．

　ウシ科では，いままでに，日本における後期更新世の地

層からは，スイギュウやヤギュウ，バイソンなど知られて

いる（樽野，1988；長谷川ほか，2009）．スイギュウ・バ

イソン・ウシの上腕骨遠位の形態の特徴を比較した結果，

本標本はほぼスイギュウの特徴に一致する．大円筋粗面の

遠位端と内側上顆の遠位端スイギュウとの距離は本標本で

127㎜，スイギュウで 133㎜であるのに対し，バイソン成

体で 172㎜，バイソン幼体で 146㎜，ウシで 154㎜とスイ

ギュウ以外ではどれも近位に近い位置になる．バイソンの

幼体では粗面の発達が悪いのに対し，本標本は粗面が認め

られるので，幼体ではないだろう．成体で大円筋粗面の位

置が比較的遠位にある点もスイギュウ属の特徴を示してい

る．Balkwill and Cumbaa（1922）はバイソン属とウシ属の

骨格の違いを明らかにしたが，本研究で検討した識別点と

あわせて Table2 に示す．

　スイギュウ属は，備讃瀬戸海底より頭骨，下顎骨，頸骨，

肩甲骨，上腕骨などが産出している（樽野，1988）．また

大津市下龍華の古琵琶湖層群堅田累層からスイギュウ属

（Bubalus sp.）の臼歯のついた右上顎骨が見つかっている

（Hiki，1915；岡崎・松岡，1979）．日本列島から産出した

ウシ類の化石としては，北海道野幌丘陵からバイソン属の

右角が，野幌層中部（推定）より産出している（赤松・矢

野，1973）．本州では下北半島の尻屋崎からバイソン属の

一種（Bison sp.）の臼歯（長谷川ほか，1988）や，岩手県

花泉ではハナイズミモリウシ（Leptobison hanaizumiensis）

の頭骨や臼歯（松本・森，1956）の報告がある．花泉で

1985 年に行われた発掘でウシ科の臼歯化石が発見され，

未較正で 18470 ± 660y.BP の 14C 年代が得られている（小

野寺，1993）．栃木県葛生の石灰岩洞窟堆積物からは，バ

イソン属（Bison sp.）の上腕骨が発見されている（長谷川

ほか，2009）．滋賀県大津市からはウシ類の下顎骨など種

類不明の化石の報告がある（松岡・結城，1974；岡崎・松岡，

1979）．瀬戸内海の小豆島沖の海底からも，バイソン（Bison 

occidentalis）の報告（Matsumoto，1918）があり，同じ小

豆島沖から採集された高尾コレクションのリストには 13

点のバイソン属の記載がある（Hasegawa，1972）．また同

じ小豆島沖から採集された柴川コレクションのなかにも，

バイソン属の未定種 2 点，ウシ科の未定種 28 点という記

述もある（長谷川ほか，1999）．

　ウシ類の化石はいままでに日本列島から発見されている

数も少なく，属・種名の同定に課題も多い．また詳細な産

出層準が不明な標本も多いため，進化過程を検討すること

は難しい．しかし，多くは更新世中期から後期にかけての

地層から産出しており，尻屋崎，花泉，葛生，瀬戸内海な

どナウマンゾウが見つかる地域で発見されていることは興

味深い．今回の化石の発見は，瀬戸内海における古環境の

解析に役立つばかりでなく，日本列島における動物相の形

成過程の解明に貴重な資料と考えられる．今後は現在ある

未記載の標本および記載されている標本の再検討を行い，

東アジアにおけるウシ類の進化過程を解明していくことが

重要である．
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